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したがって、２階梁のせん断力ＱＢは、64kＮである。（2.は適当） 

 

(３）「柱の軸方向力」及び「支点

の反力」は、梁のせん断力から

右図のように求められる。 

 

 

 

 

 

 

上図より、１階右柱の軸方向力ＮＣは、96kＮである。（3.は不適当） 

また、右支点の鉛直反力Ｖは、152kＮである。（4.は適当） 

 

(４)「水平荷重」は、柱のせん断力から次図のように求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって、２階床レベルの水平荷重Ｐ１は、100kＮである。（1.は適当） 

以上より、正答は３である。 

 

32

32kＮ

64

56

32＋64＝96kＮ

32＋64＋56＝152kＮ

ＮＣ）（

Ｖ）（

70

Ｐ２

Ｐ ＝70＋70＝140２

70

120

Ｐ１

Ｐ ＋ ＝120＋120＝240１ Ｐ２

∴ ＝240－　＝240－140＝100kＮＰ１ Ｐ２

120

Ｐ２

14QH1603 
問題  

図のようなラーメンに水平力Ｐが作用する場合、柱Ａ、Ｂ、Ｃに生じるせん

断力をそれぞれＱＡ、ＱＢ、ＱＣとしたとき、それらの大小関係として、正し

いものは、次のうちどれか。ただし、それぞれの柱は等質等断面の弾性部材

とし、梁は剛体とする。 

 

1. ＱＡ ＞ ＱＢ ＞ ＱＣ 

2. ＱＡ ＝ ＱＢ ＞ ＱＣ 

3. ＱＢ ＞ ＱＡ ＞ ＱＣ 

4. ＱＢ ＞ ＱＣ ＞ ＱＡ 

5. ＱＣ ＞ ＱＡ ＝ ＱＢ 
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14AH1603 
解説  正答──３ 

柱のせん断力Ｑ 、水平変位δ及び水平剛性Ｋ には、次式が成り立つ。 

Ｋ＝
δ

Ｑ
 ∴Ｑ ＝Ｋδ 

梁は剛体なので、各ラーメンの左右の柱の水平変位δは等しい。 

したがって、柱の分担せん断力Ｑ の比率は、柱の水平剛性Ｋ の比率となる。 

「一端ピン・他端固定」「両端固定」の場合の水平剛性Ｋ は、次のとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ＱＡを求める〕 

ＱＡ：Ｑa＝ＫＡ：Ｋa＝ ３h
12ＥＩ

：
３h

３ＥＩ
＝４：１ 

したがって、Ｐ＝ＱＡ＋Ｑaより、ＱＡ＝
４

４＋１
Ｐ＝

４

５
Ｐ ＝0.8Ｐ 

hＱＡ

Ａ柱

＋ ＝ＱＡ ＰＱａ

δＡ δ＝Ａ δａＰ
δａ

Ｑａ

Ｋａ

ａ柱
hＱＣ

Ｃ柱

＋ ＝ＱＣ ＰＱｃ

δＣ δ ＝Ｃ δｃＰ
δｃ

Ｑｃ

Ｋｃ

ｃ柱

2h

h ＱＢ

ＫＡ ＫＣＫＢ

Ｂ柱

＋ ＝ＱＢ ＰＱｂ

δＢ δ＝Ｂ δｂＰ
δｂ

Ｑｂ

Ｋｂ

ｂ柱

解　説
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14AH1603 
解説  正答──３ 

柱のせん断力Ｑ 、水平変位δ及び水平剛性Ｋ には、次式が成り立つ。 

Ｋ＝
δ

Ｑ
 ∴Ｑ ＝Ｋδ 

梁は剛体なので、各ラーメンの左右の柱の水平変位δは等しい。 

したがって、柱の分担せん断力Ｑ の比率は、柱の水平剛性Ｋ の比率となる。 

「一端ピン・他端固定」「両端固定」の場合の水平剛性Ｋ は、次のとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ＱＡを求める〕 

ＱＡ：Ｑa＝ＫＡ：Ｋa＝ ３h
12ＥＩ

：
３h

３ＥＩ
＝４：１ 

したがって、Ｐ＝ＱＡ＋Ｑaより、ＱＡ＝
４

４＋１
Ｐ＝

４

５
Ｐ ＝0.8Ｐ 

hＱＡ

Ａ柱

＋ ＝ＱＡ ＰＱａ

δＡ δ＝Ａ δａＰ
δａ

Ｑａ

Ｋａ

ａ柱
hＱＣ

Ｃ柱

＋ ＝ＱＣ ＰＱｃ

δＣ δ ＝Ｃ δｃＰ
δｃ

Ｑｃ

Ｋｃ

ｃ柱

2h

h ＱＢ

ＫＡ ＫＣＫＢ

Ｂ柱

＋ ＝ＱＢ ＰＱｂ

δＢ δ＝Ｂ δｂＰ
δｂ

Ｑｂ

Ｋｂ

ｂ柱

〔ＱＢを求める〕 

ＱＢ：Ｑｂ＝ＫＢ：Ｋｂ＝ ３h
12ＥＩ

：
３(２ )h

12ＥＩ
＝１：

１

８
＝８：１ 

したがって、Ｐ＝ＱＢ＋Ｑｂより、ＱＢ＝
８

８＋１
Ｐ ＝

８

９
Ｐ≒0.9Ｐ 

〔ＱＣを求める〕 

明らかにＱＣ：Ｑｃ＝１：１であるから、ＱＣ＝Ｑｃ＝
２

Ｐ
＝0.5Ｐ 

以上により、ＱＡ＝0.8Ｐ、ＱＢ≒0.9Ｐ、ＱＣ＝0.5Ｐであるから、 

ＱＢ＞ＱＡ＞ＱＣ 

正答は３である。 

 

正答 3


